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米
政
治
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ

イ
が
「
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
（
軍

事
力
・
経
済
力
）」と
並
べ
て
提

唱
し
た
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」は

歴
史
上
一
貫
し
て
見
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
パ
ッ
ク
ス
ア
メ

リ
カ
ー
ナ
が
ま
だ
通
用
し
て
い

た
頃
の
概
念
で
も
あ
る
。冷
戦
終
結
を
も
っ
て
、世
界
は
多
様
化
し
た
。

様
々
な
主
体
間
の
多
様
な
関
係
が
相
互
依
存
を
生
み
出
し
、今
日
の
国

際
シ
ス
テ
ム
は
国
家
の
み
な
ら
ず
非
政
府
機
関
や
ア
ク
タ
ー
が
携
わ
る

極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
営
み
に
な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
現
状
は
文

化
と
外
交
に
も
表
れ
て
お
り
、例
え
ば
S
N
S
を
使
っ
て
文
化
の
様
々

な
側
面
が
多
層
的
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　

外
交
も
こ
う
し
た
新
し
い
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。二
〇
一
一
年
の
東

日
本
大
震
災
後
、ド
イ
ツ
政
府
が
脱
原
発
を
決
定
し
た
。ド
イ
ツ
大
使
館

に
は
日
本
の
市
民
活
動
家
た
ち
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、従
来

の
手
段
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、日
本
語
で
の
ブ
ロ
グ
執

筆
を
二
年
以
上
続
け
た
。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
ひ
と
つ
の

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
用
い
た
外
交
が
、知
識
、考
え
方
、そ
し
て
気
持
ち

を
も
発
信
す
る
の
に
役
立
っ
た
。こ
れ
は
政
策
で
は
な
か
っ
た
が
、日
独

関
係
に
お
け
る
非
政
治
的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
た
。

　

ド
イ
ツ
と
日
本
は
八
〇
年
前
、国
際
世
界
の
破
壊
者
で
あ
っ
た
。し

か
し
こ
こ
一
〇
年
、ド
イ
ツ
と
日
本
は
世
界
で
最
も
人
気
が
あ
る
。ド

イ
ツ
の
場
合
、市
民
社
会
（
例

：

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
離
脱
を

達
成
し
た
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）や
難
民
流
入
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
人

道
的
行
為
、サ
ッ
カ
ー
や
F
1
レ
ー
サ
ー
が
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
発
揮

し
て
い
る
。日
本
の
現
在
の
文
化
は
す
で
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
さ
を
超
え

て
い
る
。魅
力
的
な
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
を
行
使
し
な

い
点
と
が
日
本
人
気
の
要
因
だ
。し
か
し
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
孔
子
学

院
の
政
治
化
、学
問
の
自
由
の
弾
圧
、反
日
本
的
な
映
像
を
流
し
て
い

る
テ
レ
ビ
な
ど
は
、中
国
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」と
し

て
作
用
し
て
し
ま
う
。

　

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
用
い
た
外
交
が
成
功
す
る
条
件
は
、文
化
に
自

由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。自
由
こ
そ
が
文
化
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
外
交
の
み
が
、自
国
の
文
化
の
優
れ
た
力
の
恩
恵
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、も

の
・
サ
ー
ビ
ス
・
人
・
情
報
の
流

動
性
が
高
ま
り
、技
術
発
達
に

よ
り
仮
想
世
界
も
広
が
っ
た
。そ

の
帰
結
と
し
て
我
々
ひ
と
り
ひ

と
り
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も

多
様
化
し
て
い
る
。欧
州
は
国
家

を
超
え
た
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
試
み
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
際
、共
通
の
習
慣
や
価
値
観
の
み
な
ら
ず
、集
団
的
記
憶
と
社
会
的

結
束
が
最
重
視
さ
れ
た
。社
会
的
結
束
は
、そ
の
共
同
体
が
危
機
的
状
況

に
あ
る
と
き
に
も
維
持
さ
れ
る
ほ
ど
に
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、欧
州
の
学
者
た
ち
は
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
強

化
を
唱
え
て
き
た
。し
か
し
実
際
の
統
計
を
見
る
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の

帰
属
意
識
は
そ
れ
程
高
く
は
な
い
。こ
の
原
因
は
、Ｅ
Ｕ
が
出
発
時
に
方

法
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
形
態
を
採
っ
た
こ
と
に
あ
る
。Ｅ
Ｕ
は
、

単
一
民
族
国
家
の
本
質
に
属
す
る
も
の
全
て
に
欠
い
て
い
る
。政
治
的

な
同
盟
の
設
立
・
維
持
に
は
、欧
州
市
民
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
や
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

（
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
や
エ
ラ
ス
ム
ス
な
ど
の
文
教
政
策
）に
よ
っ
て
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
策
の
変
更
が
は
か
ら
れ
た
。し
か
し
そ
う
し
た

努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、近
年
で
も
一
般
住
民
の
レ
ベ
ル
で
は
、国
境
を
越

え
た
欧
州
市
民
同
士
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
、欧
州
憲
法
創
設
の
動
き
が
あ
っ
た
。こ
れ

は
、民
族
・
文
化
に
基
づ
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
、政
治
的
帰

属
意
識
に
基
づ
く
「
理
性
」を
根
拠
と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

を
理
念
に
掲
げ
て
い
た
。し
か
し
前
者
は
感
情
的
で
強
力
で
、そ
う
簡
単

に
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
ず
、フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
住
民
投
票
で

欧
州
憲
法
は
否
決
さ
れ
た
。歴
史
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、他
者
と
の
線
引

き
、対
立
か
ら
一
体
感
を
醸
成
し
て
き
た
。し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
い
て
、そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
れ
ば
、人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
な

ど
を
理
念
と
す
る
E
U
を
む
し
ろ
根
本
か
ら
破
壊
す
る
。理
性
の
み
に

偏
っ
た
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
は
批
判
的
な

ま
な
ざ
し
を
投
げ
か
け
つ
つ
、感
情
と
理
性
の
双
方
か
ら
今
後
の
展
望

が
開
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

獨
協
大
学

フ
ォ
ル
カ
ー
・

シ
ュ
タ
ン
ツ
ェ
ル

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
交
と
文
化

●
獨
協
大
学
客
員
教
授
。
元
駐
中
・
駐
日
ド
イ
ツ
大
使
。
博
士（
ケ
ル
ン
大
学
）。
ド
イ
ツ
国
際
安

全
保
障
研
究
所（
S
W
P
）
シ
ニ
ア
・
フ
ェ
ロ
ー
。
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
客

員
研
究
員
。
欧
州
外
交
評
議
会（
E
C
F
R
）会
員
・
上
席
研
究
員
。
ジ
ャ
ー
マ
ン
・マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ

ン
ド（
G
M
F
）
上
席
研
究
員
。
『
ド
イ
ツ
大
使
も
納
得
し
た
、日
本
が
世
界
で
愛
さ
れ
る
理
由
』（
幻

冬
舎
）
他
、
東
ア
ジ
ア
と
政
治
の
問
題
に
関
す
る
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

 Profile
フォルカー・

シュタンツェル
Volker STANZEL

神
戸
大
学

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・

ク
レ
ッ
ク

欧
州
統
合
の
課
題
と
し
て
の

”
文
化
の
多
様
性
”

●
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
文
化
論
コ
ー
ス
特
命
准
教
授
。
ツ
ィ
ッ

タ
ウ
国
際
大
学
で
政
治
学
の
博
士
号
，
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
で
文
化
行
政
の
文
学
修
士
を
取
得
。

主
要
研
究
テ
ー
マ
は
，
民
族
紛
争
，
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
，
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
。
ザ
ク
セ
ン

文
化
基
盤
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
，
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
講
師
，
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
政
府
機
関
に
お

け
る
メ
デ
ィ
ア
政
策
と
文
化
案
件
に
つ
い
て
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。
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